
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
  

ぼくらの七日間戦争 

宗田理 

中学生 

「ぼくら」シリーズ１ ポプラ社、2007 年 

おとな 
 十二支 十二支 

十二大戦 著/西尾維新 絵/中村光 

集英社 2015 年 

ぼくらの「解放区」で子どもたちだけの世界をつくる。 

河川敷のつぶれた会社の跡地に、砦をつくって立て

こもる。食糧はこっそり運び込んでおいて、キャンプみた

いに過ごす。子どもたちだけで暮らしている楽しい様子

をラジオで流せば、みんな羨ましがるだろう。 

おとなが攻めてきたって、追っ払うだけだ。 

 

「ぼくら」と同じ中学生が読んでも、年齢を重ねて「お

とな」に近づいた時期にまた読み返しても、おとなとのバ

トルはスカッとする。 

十二個の宝石を集めてたったひとつ願いを叶え

るため、十二人の戦士が第十二回十二大戦で激突

する。 

それぞれの思惑が交錯する、文字で読むバトル

アクション。 


